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◆秋のお彼岸を迎えました

秋分の日を中日とした前後３日間、計７日間が

秋のお彼岸です。命の尊さや自然の恵みに感謝し

ながら、ご先祖様、また三界萬霊を供養し、ご加護

を願う古くから暮らしに溶け込んでいる行事です。

日常の生活に追われ大切なことを見失ってしま

いがちな昨今。お彼岸は、今日ある自分を育んでく

れたご先祖や様々な縁に思いを寄せるとともに、自

分自身の命の在り方を見つめ直す大切な期間で

あると思います。

彼岸の入りにあたり、多くの皆様がお墓に香や

花を供え、手をあわせにおいでになりました。

「暑さ寒さも彼岸まで」とは、古くからの慣用句

ですが、本年は月初めからの雨または曇天傾向で

したので、季節の変わり目とは些か言えなかったの

ではないでしょうか。９月１日以降、気象庁の記録

によると彼岸の入りまでの間、丸一日が一言で「晴

本
年
の
秋
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要
で
お
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し
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れ」と記録された日はゼロでした。

今後の予報によれば、中秋の名月とされる２５日

も、満月となる２７日も、明るく輝く月は見えないの

ではないかと思われます。

仏教では月は智慧や真理、慈悲を象徴する比喩

としてよく用いられます。仏の姿あるいは仏性とも言

われます。そのような月を観ることが出来ないのは
み

残念なことです。

ところが、古くから

日本人は、たとえ雲

に隠れてお月見が

できなくても、それを

「無月」と言い、ま

た、雨が降って月の

光に照らされなくても「雨月」と言ってその存在を楽

しむ知恵があります。例え姿は直接見えなくても、名

月に思いを寄せるゆとりをもちたいものです。
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